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文・写真

吉本康子

研究会の趣旨
　アラビア半島で発生したイスラー
ムは現在、中東の周縁にある中央ア
ジア、アフリカ、南アジア、東南ア
ジアなど近代以前にその伝播が進ん
だ地域から、ムスリムの移民が暮ら
すフランス、イギリス、アメリカ合
衆国などの欧米地域にまで広がって
いる。本共同研究の趣旨は、世界の
さまざまな地域で展開されている
「イスラーム」の実態を、映像という
ツールを用いて視覚・聴覚的に把握
し、その共通性と多様性について議
論することで、イスラームの地域間
比較を可能にするための共通軸を模
索することである。
　イスラームに関しては、近年の宗
教復興や再イスラーム化、イスラーム人口の高い増加率など
を背景とし、多くの研究が進められている。既存の研究に特
徴的なことのひとつが、中東、南アジア、東南アジアなど地
域研究の枠組みにおいて進められていることである。本研究
は、それぞれの関心領域を異にする中東、アジア、アフリカ、
アメリカの各地域において研究に従事する者がメンバーとな
ることで、これまでに見られるような各地域間の研究面での
断絶をなくし、通文化的に「イスラーム」という現象の検討を
試みる。
　本研究のもうひとつの魅力は、礼拝（サラー）、クルアーン
の朗誦、モスク、ラマダンなどの要素に着目し、比較検討す
ることで、地域を超えて統一性をもつものとして、あるいは
イスラームの共通項として自明視されてきたイスラームの共
通性自体の多様性を明らかにしようとしていることである。
メンバーが自ら撮影もしくは収集した写真および映像資料を
使って現在のイスラームの実態を社会的・文化的側面から捉
えようとする本研究の試みは、記述や翻訳によるイスラーム
理解の硬化を打破するものとしても意義があるといえる。

地域横断的な研究
　以上の問題意識に基づき、本共同研究は東アジア、東南ア
ジア、中央アジア、中東、西アフリカ、北アメリカを調査地
とする11名が初年度のメンバーとなっている。メンバーの具
体的な調査地は、マリ共和国（伊東未来）、中国（今中崇文）、エ
ジプトとインドネシア（小杉麻李亜）、パレスチナ（菅瀬晶子）、
アメリカ合衆国（椿原敦子）、カザフスタン（藤本透子）、インド
ネシア（阿良田麻里子、村尾静二）、イラン（山中由里子）、トル
コ（米山知子）、ベトナム（吉本康子）と、地理的な意味で中東
を「中心」と見た場合の「周縁」にも十分目配りできる範囲が対
象となっている。

　初年度に当たる2010年には、こ
れまでに2回の研究会を開催した。
上述したように、これまで研究面で
の地域的な棲み分けによって十分に
精査されてこなかったイスラームの
側面に着目することが本研究の特徴
のひとつである。そのための方法と
して、まずはメンバー各自が個々の
テーマに基づいて進めている研究成
果の一部を、静止画ないし動画を用
いて報告するという形をとり、各自
の捉えた「イスラーム」を視聴し、比
較しながら、共通の問題を設定して
いくという方法をとった。また各会
では、映像資料を有効に用いるため
の研究の方向性について模索するこ
とを試みた。

　初回は代表者である吉本による趣旨説明およびメンバー2

名による報告を行った。今中は中国の回族とイスラームにつ
いての解説と映像作品『帰真する友をおくる――西安回族の葬
送儀礼』の上映を、および、吉本はベトナムのムスリムについ
ての解説と映像作品『もうひとつのラマダン――ベトナム中南
部に暮らすチャム族バニのラムワン儀礼』の上映を行った。い
ずれも東アジアの漢字文化圏の影響を受け、また宗教的マイ
ノリティとして社会主義国に暮らすムスリムの事例であり、
死者に対する供養に着眼点を置いた報告である。続く共同研
究会では、ポスト・ソビエト時代のカザフスタン北部の事例
として、藤本が「犠牲祭と断食月のクルアーン朗誦――カザフ
スタンの映像に見るイスラームと死者供養の展開」について
報告した。藤本は死者供養がカザフスタンにおけるイスラー
ム復興の中核を担っていると分析した上で、死者供養のため
に頻繁に行われるクルアーン朗誦の例を、犠牲祭と断食月に
撮影した映像資料を用いて説明した。また、クルアーンの朗
誦法と形態の多様性をテーマに研究を進めてきた小杉は「ム
スリム社会に対する補助線の引き方」について報告した。小杉
は自らが設定した各地のイスラームを比較するための項目に
基づき、共通性と多様性の比率を数値化して示しただけでな
く、礼拝における共通部分と差異について動画を用いて説明
するなど、イスラームの共通項の多様性に着目する本研究会
全体の議論の方向性に関わる重要な視点と問題を提起した。
　このように初年度はメンバー各自が個々のテーマに基づい
て進めている研究成果の一部を報告し、議論することで共通
の問題を設定していくという方法で進めているが、メンバー
の関心は儀礼、身体表現、映像論、食文化、経典、文学、物
質文化など多岐にわたっており、今後、どれだけの問題意識
を共有しながら議論を進めることができるのかという懸念も
ある。とはいえ2回の共同研究会を通して、異なる地域の事
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カンボジア、ウドンに暮らすムスリムの指導者。金曜礼拝の
際は背後のミンバルに座ってクルアーンの一部を朗誦する。
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例を共通の問題意識の下で議論することの可能性は明らかに
なってきている。たとえば死者や祖霊など観念的なものにつ
いての名称や語源、クルアーンの朗誦法、礼拝に伴う動作な
どは、研究地域やテーマに関わらず比較可能な論点である。
また各地域において人々が考える「ムスリム」とは何か、とい
う問いや、他者表象と自己表象の差異なども比較可能な論点
として挙げられよう。ひとまずこうした論点を共有した上で、
2011年1月の第3回研究会では、阿良田によるインドネシア
西ジャワの祖霊崇拝とイスラームに関する報告、および、菅
瀬によるイスラエルにおけるアラブ人像とドラマに関する報
告が行われた。

映像から明らかになること/ならないこと
　ところで、本共同研究は2010年2月、3月に国立民族学博
物館において開催された映像上映会『映像に見るイスラーム
の〈周縁〉』がひとつの出発点となっている。メンバーの大半
が参加したこの上映会では、インドネシア、バングラデシュ、
中国、ベトナムなど中東以外に暮らすムスリムや、イスラエ
ルのキリスト教徒、トルコのアレヴィーなど、いわゆる「イ
スラーム世界」の「周縁」に生きる人々を対象とする映像作品
が発表され、イスラーム実践の比較研究における映像資料の
有効性が確認された。たとえば、イスラームの核としてゆる
ぎないものと見做されているクルアーンにしても、朗誦の仕

方は実にさまざまである。こうした情報は映像を見ることに
よってより確実に伝達される。つまり、研究者によって色分
けされ、文字化されて提示される資料とは異なり、映像に映
し出されてダイレクトに伝達される情報は、地域横断的な比
較研究にとって有効な手段となりうると考えられる。
　このようにして、本研究会では映像資料を報告媒体のひと
つとして重視しているわけであるが、これまでの個々の報告
による問題提起や全体討論を通じて、映像と文字という異な
る媒体の特徴を活かした比較のための論点がいくつか提示さ
れた。それらを整理すると以下のようなものになる。
　まず映像の場合は、身体の使い方、クルアーンの朗誦、服装、
小道具の種類などを比較する上で、文字媒体よりも圧倒的に
有効である。礼拝の仕方や動作、清めの仕方や動作など身体
的なものには地域性が顕著に表れるのであるが、文字化され
ることによってそのことは捨象されてしまう可能性が高い。
それは、地域によってさまざまな節回しの特徴が確認できる
クルアーンの朗誦についても同じである。また、地域の枠組
みにおいては自明とされている服装やモノに関しても、名称
が同じであれば文字ではその特徴を知ることができない。
　他方、霊魂、祖霊など観念的なものだけでなく、指導者の
種類、名称、役割、礼拝や儀礼的実践についての名称や語源
など映像を見るだけではわからないものについては、文字媒
体による情報の提示も必要である。
　これらの論点を念頭に置きつつ、今後の研究会でもメン
バーおよびゲスト講師による報告と全体の議論を重ねていき
たいと考えている。
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ベトナム中南部にあるモスクの内部。ラマダンには礼拝の後に祖霊供養が行われる。

インドネシア、西ジャワのムスリムによる祖霊崇拝の様子を説明するメンバー。




